
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
「
空
間
」
概
念
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
が
、
こ
の
見
解
に
つ
い
て
も
検
証

　
　
　
ティ
リ
ッ
ヒ
に
お
け
る
時
間
と
空
間
の
問
題
　
　
　
す
る
。
本
論
文
で
扱
う
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
思
想
の
発
展
史
的
位
置
づ
け
に
つ
い

　
　
　
　
　
i
存
在
論
と
歴
史
の
関
係
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
は
、
前
期
．
中
期
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
思
想
の
分
析
を
も
と
に
、
後
期
テ
ィ
リ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
思
想
に
ど
の
点
が
継
承
さ
れ
、
ま
た
変
化
し
た
の
か
を
探
求
す
る
形
式

　　　　　　　　　　　　　　　　鬼
頭

葉

子
　
麓
謡
雛
難
纒
講
続
鱗
誹
舗
罐
磯
舞
樋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　リ
ッ
ヒ
の
思
索
を
前
期
・
中
期
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
思
想
と
比
較
し
、
そ
の
特
徴

　序
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
抽
出
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
後
期
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
思
想
の
詳
細
な
議
論

　
パ
ウ
ル
・
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
思
想
に
つ
い
て
は
多
数
の
研
究
が
あ
り
、
研
　
　
　
に
つ
い
て
は
紙
幅
を
超
過
す
る
た
め
、
註
に
記
載
し
た
筆
者
の
拙
論
を
参

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
リ

究内
容
も
多
岐
に
亙
っ
て
い
る
が
、
先
行
研
究
に
お
い
て
一
定
の
支
持
を
　
　
照
さ
れ
た
い
。

得
て
き
た
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
理
解
も
存
在
す
る
。
中
で
も
『
組
織
神
学
』
（
一
九

五
一
－
一
九
六
三
）
に
代
表
さ
れ
る
後
期
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
「
存
在
論
　
　
一
　
「
時
間
」
「
空
間
」
概
念
に
つ
い
て

（
8
8
一
〇
讐
℃
O
暮
〇
一
〇
〇
Q
凶
Φ
）
」
が
不
変
的
静
的
で
、
歴
史
の
動
的
要
素
を
損
　
　
　
　
は
じ
め
に
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
思
索
に
お
い
て
、
歴
史
論
（
歴
史
哲
学
）
を

な
う
と
み
な
す
見
方
で
あ
る
。
ま
た
後
期
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
思
想
の
歴
史
哲
学
　
　
　
構
成
す
る
の
が
「
時
間
」
概
念
で
あ
り
、
存
在
論
を
構
成
す
る
の
が
「
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ユ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

に対
し
て
は
、
存
在
論
的
・
抽
象
的
歴
史
理
論
で
あ
る
と
批
判
す
る
研
究
　
　
　
間
」
概
念
で
あ
る
こ
と
を
検
証
し
た
い
。
こ
こ
で
は
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
思
想
の

や
、
R
・
ニ
ー
バ
ー
ら
の
よ
う
に
、
本
来
存
在
論
と
歴
史
論
は
相
容
れ
な
　
　
　
発
展
過
程
に
お
い
て
、
「
時
間
」
「
空
間
」
概
念
の
基
本
的
定
義
の
共
通
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
と
捉
え
る
見
方
も
散
見
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
従
来
の
研
究
に
お
い
て
　
　
を
論
じ
る
。

は
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
思
想
の
存
在
論
に
対
す
る
注
目
度
に
対
し
、
『
組
織
神
学
』
　
　
　
ま
ず
時
間
・
空
間
は
、
「
生
あ
る
も
の
が
実
存
す
る
よ
う
に
な
る
そ
の
仕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

を
中
心
と
す
る
後
期
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
思
想
の
歴
史
哲
学
の
評
価
、
な
ら
び
に
　
　
方
で
あ
る
」
（
日
自
o
げ
［
H
O
°
。
ω
三
閣
ψ
H
呂
）
と
規
定
さ
れ
る
。
ま
た
時
間

存
在論
と
歴
史
論
の
関
係
性
に
つ
い
て
の
議
論
は
不
足
し
て
い
る
と
思
わ
　
　
と
空
間
の
両
者
は
、
生
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
他
の
個
と
の
出
会
い
に
お

れる
。
本
研
究
で
筆
者
は
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
思
索
に
お
け
る
歴
史
論
と
存
　
　
　
い
て
、
時
間
は
「
自
ら
に
持
続
を
創
造
し
（
ω
凶
0
7
U
p
器
『
あ
o
冨
龍
Φ
昌
）
」
、

在
論
の密
接
な
相
互
補
完
性
を
論
証
し
た
い
と
考
え
る
。
ま
た
筆
者
は
、
　
　
　
空
間
は
・
「
自
ら
に
空
間
を
創
造
す
る
（
ω
凶
o
げ
・
図
餌
二
導
あ
o
冨
龍
Φ
昌
）
」
（
目
竪

テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
歴
史
論
と
存
在
論
を
構
成
す
る
中
心
概
念
は
「
時
間
」
・
　
　
　
膏
げ
ロ
O
b
。
O
＼
H
O
ω
O
］
”
ω
゜
目
－
置
V
も
の
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
時

テ
ィ
リ
ッ
ヒ
に
お
け
る
時
間
と
空
間
の
問
題
－
存
在
論
と
歴
史
の
関
係
ー
（
鬼
頭
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三



一
〇
四

間
・
空
間
の
定
義
は
、
後
期
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
『
組
織
神
学
』
に
至
り
、
「
時
　
　
　
所
与
の
運
命
に
よ
っ
て
導
か
れ
た
状
況
に
応
答
し
行
為
し
よ
う
と
す
る

問
」
・
「
空
間
」
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
存
在
論
の
枠
組
み
の
中
で
記
述
す
　
　
「
今
」
こ
の
瞬
間
が
、
カ
イ
ロ
ス
と
し
て
の
「
時
間
」
を
意
味
す
る
。
こ
の

る
試
み
へ
と
展
開
し
て
い
く
。
す
な
わ
ち
「
時
間
」
・
「
空
間
」
の
カ
テ
ゴ
　
　
　
よ
う
な
カ
イ
ロ
ス
理
解
に
基
づ
く
実
存
的
時
間
概
念
は
、
一
九
二
〇
年
代

リ
ー
は
、
「
精
神
が
実
在
を
把
握
し
形
成
す
る
形
式
」
（
↓
凶
霞
o
げ
ロ
8
巳
℃
P
　
　
か
ら
後
期
の
『
組
織
神
学
』
に
至
る
ま
で
、
実
存
に
と
っ
て
の
時
間
（
カ

Hりb。
）

であ
り
、
内
容
か
ら
抽
出
さ
れ
た
論
理
形
式
と
は
異
な
り
、
内
容
そ
　
　
イ
ロ
ス
）
が
、
実
存
の
決
断
に
よ
る
行
為
と
所
与
の
運
命
に
よ
っ
て
構
成

のも
の
を
規
定
す
る
形
式
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
「
時
間
」
・
「
空
間
」
　
　
　
さ
れ
る
特
定
の
瞬
間
を
示
す
、
と
い
う
点
に
お
い
て
一
致
し
て
取
り
上
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

（な
ら
び
に
「
因
果
」
・
「
実
体
」
）
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
『
組
織
神
学
』
に
お
　
　
ら
れ
る
。
カ
イ
ロ
ス
に
お
け
る
人
間
の
行
為
が
歴
史
を
形
成
す
る
。
テ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
り

い
て

存在
の
有
限
性
を
示
す
形
式
で
あ
る
。
有
限
性
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
　
　
　
リ
ッ
ヒ
の
い
う
「
時
間
」
概
念
は
、
ク
ロ
ノ
ス
の
形
式
に
カ
イ
ロ
ス
の
内

て

の

時間
は
、
新
し
さ
と
い
う
肯
定
的
要
素
と
、
暫
時
性
と
い
う
否
定
的
　
　
容
を
有
し
、
歴
史
と
し
て
の
特
性
を
持
つ
。

要
素を
同
時
に
も
っ
て
い
る
。
空
間
も
ま
た
有
限
性
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
　
　
　
ま
た
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
、
空
間
の
第
一
の
指
標
と
し
て
「
並
立

る
。
空
間
も
時
間
同
様
、
特
定
の
場
所
に
お
け
る
現
前
と
い
う
肯
定
的
側
　
　
　
（
H
4
侮
げ
Φ
昌
O
凶
昌
四
⇔
山
①
『
）
」
（
目
凶
浅
o
ゴ
［
H
㊤
ω
ω
呂
”
ω
゜
日
認
）
を
挙
げ
る
。
無
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
り

面と
、
遍
く
占
有
す
る
こ
と
の
不
可
能
性
と
い
う
否
定
的
側
面
を
持
つ
。
　
　
　
物
か
ら
人
間
の
集
団
に
至
る
ま
で
、
生
あ
る
も
の
は
そ
の
固
有
の
空
間
を

テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
カ
テ
ゴ
リ
i
論
は
、
カ
ン
ト
哲
学
と
同
様
の
認
識
形
式
で
　
　
有
し
、
相
並
び
立
つ
。
後
期
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
に
お
い
て
も
、
空
間
の
特
性
は

あ
り
つ
つ
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
有
限
性
と
実
存
の
関
わ
り
を
明
確
に
問
う
点
　
　
「
存
在
の
相
互
隣
接
性
」
（
目
旨
o
げ
ロ
8
昌
蝸
，
°
。
H
°
。
）
で
あ
る
。
ま
た
人

が特
徴
と
な
る
。
さ
ら
に
「
時
間
の
意
味
に
関
す
る
決
断
を
時
間
の
分
析
　
　
　
間
の
場
合
、
個
体
だ
け
で
な
く
、
空
間
は
「
血
族
」
「
民
族
」
「
家
族
」
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
り

から
描
き
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
」
（
障
ぼ
9
”
，
H
O
ω
）
と
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
が
　
　
　
の
共
同
体
的
諸
存
在
を
も
示
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
「
空
間
」
概

いう
よ
う
に
、
実
存
に
と
っ
て
の
時
間
す
な
わ
ち
時
間
の
意
味
は
、
カ
テ
　
　
念
と
は
、
集
団
の
領
域
も
含
め
「
存
在
」
す
る
事
物
が
前
提
と
す
る
概
念

ゴリ
ー
と
し
て
の
時
間
と
は
別
に
措
定
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
る
。
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
「
存
在
」
の
探
求
に
関
し
て
、
世
界
を
経
験
す

　
「
実
存
に
と
っ
て
の
時
間
」
の
概
念
は
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
カ
イ
ロ
ス
論
か
　
　
る
こ
と
か
ら
得
ら
れ
る
「
存
在
的
な
（
8
口
o
）
」
も
の
を
問
題
に
す
る
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ

ら
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
九
二
二
年
「
カ
イ
ロ
ス
」
に
お
い
て
、
　
　
　
は
な
く
、
存
在
す
る
も
の
の
意
味
を
問
う
「
存
在
論
的
な
（
o
暮
o
δ
臓
o
巴
）
」

テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
形
式
と
し
て
の
計
測
可
能
な
時
間
を
ク
ロ
ノ
ス
と
呼
び
、
　
　
　
問
い
を
提
示
す
る
。
よ
っ
て
一
定
の
空
間
を
占
め
る
存
在
者
自
体
よ
り
も
、

特定
の
内
容
を
持
つ
カ
イ
ロ
ス
と
結
び
つ
け
、
カ
イ
ロ
ス
に
基
づ
く
歴
史
　
　
　
そ
の
存
在
者
が
人
間
の
精
神
に
と
っ
て
い
か
な
る
意
味
を
持
つ
か
を
問
う

解釈
を
展
開
し
て
い
る
（
↓
葭
9
ロ
リ
N
N
］
”
ω
』
°
。
）
。
実
存
が
、
特
定
の
　
　
「
存
在
論
」
が
重
要
と
な
る
の
で
あ
る
。

・



二
　
存
在
論
／

歴
史論
と
は
何
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
降
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
歴
史
哲
学
が
カ
イ
ロ
ス
論
に
基
づ
き
展
開
す
る
の
に

ニー
一
　
存
在
論
の
内
容
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伴
っ
て
い
る
。
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
に
よ
れ
ば
、
理
念
や
現
実
に
お
い
て
認
め
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ロ
　

　テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
「
存
在
論
」
に
つ
い
て
は
多
数
の
研
究
が
存
在
し
、
発
　
　
れ
る
歴
史
性
は
、
静
的
存
在
論
で
は
把
握
し
き
れ
な
い
。
こ
こ
に
、
歴
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
リ
リ

展
過程
で
の
思
考
枠
組
み
や
問
題
意
識
の
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
で
　
　
　
の
具
体
的
状
況
（
カ
イ
ロ
ス
）
が
真
理
（
ロ
ゴ
ス
）
の
把
握
形
式
を
規
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
レ

は
前
期
・
中
期
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
に
お
け
る
存
在
論
の
中
心
的
要
素
の
う
ち
、
　
　
　
す
る
、
真
理
の
動
的
理
解
が
提
唱
さ
れ
る
。
真
理
は
永
遠
の
安
定
で
は
な

後
期テ
ィ
リ
ッ
ヒ
思
想
に
何
が
継
承
さ
れ
展
開
し
た
の
か
。
他
方
何
が
変
　
　
く
認
識
主
体
が
決
断
す
る
歴
史
に
お
い
て
把
握
さ
れ
、
歴
史
論
と
存
在
論

化し
た
の
だ
ろ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
明
確
な
関
連
性
を
持
つ
。
よ
っ
て
一
九
二
〇
年
代
前
半
（
前
期
1
）
と

　
一
九
二
〇
年
代
前
半
ま
で
の
前
期
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
思
想
（
前
期
1
）
で
は
、
　
　
　
一
九
二
六
年
（
前
期
H
）
の
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
思
想
に
お
け
る
共
通
点
と
し
て

存
在論
よ
り
む
し
ろ
「
形
而
上
学
（
】
≦
①
冨
娼
ξ
ω
貯
）
」
が
、
人
間
の
認
識
　
　
は
、
「
存
在
論
」
ま
た
「
歴
史
論
」
は
共
に
精
神
科
学
の
一
部
門
で
あ
る
と

行
為

（経
験
的
なも
の
に
留
ま
ら
ず
、
精
神
の
機
能
に
基
づ
き
「
意
味
」
　
　
　
い
う
点
、
違
い
と
し
て
は
、
歴
史
論
が
存
在
論
と
密
接
な
関
係
を
も
ち
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

と
し
て
把
握
さ
れ
る
無
制
約
的
な
も
の
に
つ
い
て
の
認
識
も
含
め
）
を
統
　
　
　
つ
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
思
想
の
中
心
を
な
し
て
い
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ヘ　
　
　
ヘ
ロ
　
　
へ

括す
る
学
1
「
精
神
科
学
（
O
Φ
凶
ω
8
ω
鼠
ω
ω
魯
ω
。
冨
津
）
」
1
と
し
て
位
　
　
　
一
九
二
六
年
以
降
展
開
し
て
い
っ
た
存
在
論
と
歴
史
論
の
関
連
は
、
後

置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
一
九
二
三
年
『
諸
学
の
体
系
』
の
中
で
、
テ
ィ
リ
ッ
　
　
期
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
思
想
に
明
確
に
継
承
さ
れ
る
。
一
九
五
一
年
『
組
織
神
学
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
け
リ

ヒ
は
存
在
論
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
存
在
論
の
役
割
は
、
　
　
第
一
巻
で
は
、
存
在
論
的
諸
概
念
は
ア
プ
リ
オ
リ
に
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、

存
在す
る
も
の
の
構
造
と
統
一
性
を
、
そ
れ
が
真
の
意
味
を
表
現
す
る
も
　
　
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
に
と
っ
て
「
ア
プ
リ
オ
リ
と
は
、
存
在
論
的
諸
概
念
が
ひ
と

のと
し
て
表
さ
れ
る
よ
う
叙
述
す
る
こ
と
で
あ
る
」
（
↓
葭
9
ロ
リ
b
。
ω
］
嚇
ψ
　
　
た
び
見
出
さ
れ
る
や
常
に
妥
当
す
る
よ
う
な
、
静
的
不
変
的
構
造
で
は
な

b
。
ωb。
）
。

他
方テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
形
而
上
学
に
つ
い
て
、
「
無
制
約
的
な
も
の
を
　
　
い
」
（
↓
自
o
げ
ロ
8
巳
も
゜
日
①
①
）
。
こ
こ
に
は
存
在
論
と
と
も
に
、
歴
史

存在
か
ら
で
は
な
く
意
味
か
ら
把
握
す
る
」
（
幽
げ
博
α
↓
Q
o
°
b
o
Q
Q
H
）
学
で
あ
る
　
　
　
に
お
け
る
動
的
真
理
の
両
者
が
前
提
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
後
期

と
述
べ
、
存
在
論
は
実
際
に
存
在
す
る
も
の
に
即
し
て
意
味
を
表
現
す
る
　
　
　
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
思
想
の
存
在
論
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
存
在
論
と
も
共
通
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
け

役割
に
と
ど
め
て
い
る
（
形
而
上
学
の
一
部
門
）
。
ま
た
「
歴
史
学
（
田
ω
8
－
　
　
実
存
論
的
な
特
色
を
持
っ
て
お
り
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
に
お
い
て
も
、
人
間
存

ほ
Φ
）
」
は
存
在
科
学
で
あ
る
が
、
価
値
の
選
択
原
理
（
規
範
・
倫
理
）
と
し
　
　
在
の
本
質
的
構
造
は
有
限
性
で
あ
り
、
し
か
も
有
限
性
の
中
心
的
カ
テ
ゴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
リ

て
は
、
精
神
科
学
と
し
て
の
側
面
を
持
つ
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
テ
ィ
　
　
リ
ー
は
時
間
と
さ
れ
る
（
幽
ぼ
野
，
H
㊤
ω
）
。
こ
の
よ
う
に
有
限
性
か
ら
存

リ
ッ
ヒ
の
存
在
論
が
明
確
に
概
念
化
さ
れ
て
く
る
の
は
一
九
二
六
年
以
　
　
在
論
の
展
開
が
始
ま
る
と
い
う
構
造
は
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
自
身
が
意
識
し
て

げ

テ
ィ
リ
ッ
ヒ
に
お
け
る
時
間
と
空
間
の
問
題
－
存
在
論
と
歴
史
の
関
係
ー
（
鬼
頭
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五



．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六

い
た
よ
う
に
、
現
存
在
の
時
間
性
か
ら
展
開
さ
れ
る
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
存
在
　
　
行
わ
れ
る
何
ご
と
か
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
時
代
に
す
で
に
行
わ
れ
て
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
め
り

論と
の
共
通
点
が
確
認
で
き
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
、
あ
ら
ゆ
る
時
代
が
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
見
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

ニー
二
　
歴
史
論
の
内
容
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
何
ご
と
か
で
あ
る
」
（
日
自
魯
口
㊤
b
。
①
餌
］
馳
ω
゜
嵩
N
）
。
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
、

　
では
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
歴
史
論
あ
る
い
は
歴
史
哲
学
に
つ
い
て
概
観
し
よ
　
　
無
意
味
性
が
克
服
さ
れ
る
時
を
先
の
時
代
に
期
待
す
る
の
で
は
な
く
、
現

う
。
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
一
九
二
二
年
「
カ
イ
ロ
ス
」
に
お
い
て
、
歴
史
を
力
　
　
在
の
歴
史
的
状
況
で
の
当
為
を
模
索
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
中
期
テ
ィ

イ
ロ
ス
の
意
識
に
基
づ
い
て
解
釈
す
る
こ
と
を
促
す
。
な
ぜ
な
ら
「
精
神
　
　
リ
ッ
ヒ
思
想
に
関
し
て
も
、
「
歴
史
解
釈
へ
の
唯
一
の
入
り
口
は
歴
史
的
行

に
と
っ
て
、
歴
史
的
で
あ
る
こ
と
は
自
明
の
こ
と
で
は
な
い
」
（
日
葭
。
ゴ
　
　
為
で
あ
る
」
（
目
罠
o
ぽ
口
㊤
ω
G
。
］
も
゜
H
O
°
。
）
と
い
う
よ
う
に
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ

ロ8
N
H
ω
面
ω
）
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
一
九
二
七
年
「
終
末
論
と
歴
史
」
　
　
の
目
論
見
は
歴
史
意
識
と
そ
れ
に
基
づ
く
行
為
の
喚
起
で
あ
る
こ
と
は
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
リ

では
、
歴
史
の
定
義
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。
「
時
間
は
前
方
へ
向
か
う
　
　
　
通
し
て
い
る
。

一方
向
性
、
不
可
逆
性
と
い
う
性
質
を
持
っ
て
い
る
。
（
中
略
）
真
の
生
起
　
　
　
　
さ
ら
に
「
歴
史
意
識
の
喚
起
」
と
い
う
テ
ー
マ
は
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
思
想

（O
Φ
ω
o
冨
冨
口
）
に
お
い
て
は
じ
め
て
、
一
面
的
に
方
向
づ
け
ら
れ
た
時
間
　
　
に
お
い
て
、
一
九
二
〇
年
代
前
半
（
前
期
1
）
か
ら
後
期
・
晩
年
期
ま
で

の

形
式は
、
相
応
の
内
容
に
よ
っ
て
満
た
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
存
在
か
　
　
継
続
し
て
主
張
さ
れ
た
。
一
九
六
三
年
『
組
織
神
学
』
第
三
巻
の
記
述
に

ら
み
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
循
環
す
る
存
在
の
　
　
よ
れ
ば
、
「
歴
史
的
出
来
事
」
の
認
識
に
は
人
間
の
「
歴
史
意
識
」
が
介
在

内
の
緊
張
が
、
円
環
の
突
破
、
新
し
い
も
の
の
措
定
、
歴
史
へ
と
向
か
う
　
　
し
、
出
来
事
は
歴
史
意
識
に
よ
っ
て
重
要
性
を
判
断
さ
れ
歴
史
と
な
る
。

と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
（
↓
自
9
冨
b
。
鼻
ω
」
H
ω
）
。
特
に
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
　
　
後
期
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
「
歴
史
（
甑
ω
8
目
ざ
O
甲

が
本
来的
歴
史
と
み
な
す
人
間
の
歴
史
に
お
い
て
、
人
間
の
自
由
と
運
命
　
　
　
ω
o
ぼ
。
耳
Φ
）
」
の
定
義
は
「
客
観
的
要
素
と
主
観
的
要
素
の
結
合
」
（
目
霞
o
げ

の

弁
証
法
に由
来
す
る
新
し
い
も
の
は
、
一
回
的
な
特
定
の
瞬
間
に
お
い
　
　
　
ロ
8
ω
H
，
°
。
O
b
。
）
で
あ
る
。
「
歴
史
意
識
は
、
自
ら
を
伝
統
の
中
に
、
す

て

生
み出
さ
れ
る
。
存
在
の
内
に
お
け
る
円
環
を
突
破
し
て
新
し
い
も
の
　
　
な
わ
ち
世
代
か
ら
世
代
へ
と
受
け
渡
さ
れ
た
一
連
の
記
憶
の
中
に
表
現
す

を
獲
得
す
る
時
間
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
も
の
、
そ
れ
が
前
期
テ
ィ
リ
ッ
　
　
る
」
（
凶
ぼ
山
゜
も
゜
ω
8
）
。
歴
史
的
実
存
の
意
識
こ
そ
が
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
歴

ヒ
思
想
に
お
い
て
定
義
さ
れ
る
「
歴
史
」
で
あ
る
。
ま
た
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
、
　
　
史
論
に
お
け
る
主
た
る
課
題
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ト
レ
ル
チ
の
歴
史
主
義
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
、
自
身
の
歴
史
に
対
　
　
　
　
以
上
概
観
し
た
よ
う
に
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
歴
史
論
は
、
実
存
に
と
っ
て

す
る
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
「
ト
レ
ル
チ
の
歴
史
主
義
の
克
服
は
、
　
　
の
意
味
に
基
づ
き
そ
の
重
要
性
が
判
断
さ
れ
る
実
存
論
的
性
格
が
明
白
で

克
服さ
れ
て
い
る
場
を
示
し
て
い
な
い
。
重
要
な
の
は
、
い
つ
か
あ
る
時
　
　
あ
る
。
ま
た
、
前
期
・
中
期
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
思
想
か
ら
後
期
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
思



想に
至
る
過
程
で
、
価
値
の
選
択
に
関
わ
る
歴
史
の
精
神
科
学
と
し
て
の
　
　
神
話
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
、
空
間
と
の
結
び
つ
き
に
お
い
て
存
立
す
る
」

側
面
がよ
り
い
っ
そ
う
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
点
を
、
変
化
と
し
て
　
　
（
幽
び
凶
P
ω
゜
ω
8
）
。
こ
の
「
存
在
論
」
－
「
空
間
」
ー
「
起
源
」
と
い
う
結
び
つ

指摘
で
き
る
だ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
は
注
目
す
べ
き
事
柄
で
あ
る
。
「
起
源
」
と
は
、
共
同
体
が
形
成
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　特
定
の
場
所
（
地
）
や
民
族
（
血
）
に
由
来
す
る
力
で
あ
り
、
こ
の
力
は

三
　
存
在
論／
歴
史
論
の
関
係
－
抗
争
と
相
互
補
完
性
と
し
て
1
　
　
　
　
個
人
の
存
立
を
保
証
す
る
。
し
か
し
「
起
源
」
の
強
調
は
、
「
ゲ
ル
マ
ン
民

　テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
思
索
に
お
け
る
存
在
論
と
歴
史
論
は
、
い
か
な
る
関
係
　
　
族
の
血
の
神
話
」
（
回
ぼ
匹
‘
ω
゜
ω
H
O
）
を
掲
げ
る
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
の
思
想
的

にあ
る
の
だ
ろ
う
か
。
関
係
性
の
一
つ
と
し
て
、
前
期
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
思
想
　
　
根
拠
と
も
な
っ
た
。
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
に
よ
れ
ば
、
「
起
源
」
は
特
定
の
空
間
に

（前期
1
1
）
で
顕
著
な
特
徴
で
あ
る
が
、
同
一
の
も
の
が
循
環
す
る
ス
タ
　
　
と
ど
ま
る
の
み
で
な
く
時
間
の
方
向
性
を
獲
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
真

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

テ
ィ
ッ
ク
な
存
在
に
対
し
、
そ
の
円
環
を
突
破
し
て
新
し
い
も
の
へ
と
向
　
　
の
起
源
」
へ
と
完
成
す
る
。
「
人
間
の
ど
こ
か
ら
（
の
問
い
）
は
、
ど
こ
へ

かう
の
が
歴
史
で
あ
る
と
い
う
位
置
づ
け
が
み
ら
れ
る
（
抗
争
関
係
）
。
一
　
　
　
に
お
い
て
そ
の
成
就
を
見
る
の
で
あ
る
」
（
同
窪
F
ω
』
8
）
。
起
源
か
ら
起

方
、
存
在
論
と
歴
史
論
が
相
互
補
完
的
と
も
い
う
べ
き
密
接
な
連
関
を
提
　
　
　
源
へ
の
回
帰
は
、
「
時
間
」
に
よ
っ
て
打
開
さ
れ
る
。
ま
た
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は

示
する
関
係
も
み
ら
れ
る
（
相
互
補
完
関
係
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
文
化
の
神
学
』
に
お
い
て
も
、
空
間
の
支
配
が
優
勢
で
あ
る
場
合
の
悲
劇

　ま
ず
存
在
論
（
空
間
）
と
歴
史
論
（
時
間
）
の
抗
争
関
係
は
、
一
九
二
　
　
的
結
果
を
指
摘
し
、
空
間
の
限
局
性
ゆ
え
に
生
じ
る
集
団
同
士
の
争
い
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
あ
り

七年
「
終
末
論
と
歴
史
」
、
」
九
三
〇
年
「
キ
リ
ス
ト
論
と
歴
史
解
釈
」
、
　
　
　
問
題
と
す
る
。

一
九

三
三年
『
社
会
主
義
的
決
断
』
、
一
九
五
九
年
『
文
化
の
神
学
』
等
に
　
　
　
他
方
、
思
想
の
発
展
史
的
位
置
づ
け
で
は
『
社
会
主
義
的
決
断
』
と
同

示さ
れ
る
。
「
存
在
論
は
歴
史
哲
学
に
よ
っ
て
破
ら
れ
る
限
り
に
お
い
て
正
　
　
時
期
（
前
期
H
）
に
あ
る
一
九
二
六
年
「
カ
イ
ロ
ス
と
ロ
ゴ
ス
」
で
は
、

当
で
あ
る
。
抽
象
的
な
、
歴
史
と
何
ら
関
わ
り
の
な
い
く
基
礎
的
存
在
論
V
　
　
「
事
物
の
本
質
そ
の
も
の
が
運
命
の
中
に
あ
る
が
ゆ
え
に
、
決
断
に
お
い
て

は
排
除
さ
れ
る
」
（
目
自
9
ロ
リ
ω
ω
”
］
”
ψ
ω
O
O
）
。
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
に
よ
れ
ば
、
　
　
以
外
に
、
事
物
の
本
質
を
把
握
す
る
こ
と
は
不
可
能
」
（
目
霞
o
げ
口
O
b
。
①
げ
］
》

存
在す
る
も
の
は
自
己
に
帰
還
す
る
円
環
に
お
い
て
静
的
で
あ
る
が
、
存
　
　
ω
』
°
。
㊤
）
で
あ
る
と
し
て
、
歴
史
と
存
在
認
識
の
連
関
が
展
開
さ
れ
る
。
「
理

在
の
円
環
を
破
る
の
は
、
方
向
性
を
持
ち
新
し
い
も
の
を
措
定
す
る
時
間
　
　
　
念
の
動
的
把
握
が
貫
徹
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
お
い
て
初
め
て
、
歴
史
は
真
の

と
し
て
の
歴
史
で
あ
る
。
ま
た
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
『
社
会
主
義
的
決
断
』
に
　
　
認
識
対
象
た
り
え
る
の
で
あ
り
、
認
識
そ
の
も
の
は
、
真
理
の
観
念
を
断

お
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
現
在
す
る
も
の
の
根
源
が
「
存
在
す
る
こ
と
」
で
あ
　
　
念
す
る
こ
と
な
く
、
歴
史
へ
と
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
」

る
こ
と
か
ら
、
空
間
と
存
在
論
を
結
び
つ
け
て
い
る
。
「
存
在
論
は
、
起
源
　
　
（
回
寓
ユ
゜
）
。

テ
イ
リ
ッ
ヒ
に
お
け
る
時
間
と
空
間
の
問
題
ー
存
在
論
と
歴
史
の
関
係
1
（
鬼
頭
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七



一
〇

八

　こ
の
よ
う
に
歴
史
と
存
在
論
と
の
「
抗
争
」
と
「
相
互
補
完
性
」
は
、
　
　
　
動
態
を
叙
述
す
る
た
め
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
が
用
い
た
時
間
概
念
・
空
間
概
念
が

テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
思
索
の
同
時
期
に
交
錯
し
て
出
現
し
て
い
る
。
こ
の
原
因
　
　
提
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
筆
者
の
見
解
に
関
す
る
典
拠
は
次
の
通
り
で
あ

は
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
思
想
的
転
回
で
は
な
く
、
各
論
文
を
執
筆
し
た
テ
ィ
　
　
る
。
「
（
中
略
）
実
存
的
性
質
も
本
質
的
性
質
も
共
に
抽
象
で
あ
り
、
実
際

リ
ッ
ヒ
の
意
図
に
由
来
す
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
「
抗
争
」
関
係
が
強
調
さ
　
　
　
に
は
両
者
は
く
生
V
と
呼
ば
れ
る
複
雑
な
動
的
統
合
に
お
い
て
現
れ
る
」

れる
『
社
会
主
義
的
決
断
』
で
は
、
「
時
間
を
空
間
の
上
に
据
え
る
こ
と
」
　
　
（
目
厳
o
ず
ロ
O
目
］
も
娼
゜
①
①
－
零
）
。
前
述
の
よ
う
に
、
『
組
織
神
学
』
に
お

（
目
臣
。
げ
ロ
O
°
。
ω
p
］
℃
ψ
゜
。
O
b
。
）
に
よ
り
、
空
間
と
結
合
し
た
起
源
神
話
を
　
　
け
る
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
存
在
論
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
静
的
不
変
的
構
造
で
は
な

打
破す
る
こ
と
が
主
要
な
目
論
見
で
あ
っ
た
。
同
じ
く
「
抗
争
」
関
係
が
　
　
く
、
実
存
論
的
存
在
論
と
し
て
の
性
格
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
筆
者
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

示さ
れ
た
『
文
化
の
神
学
』
に
関
し
て
は
、
冷
戦
期
に
お
け
る
国
家
集
団
　
　
指
摘
し
た
い
の
は
、
存
在
論
で
記
述
さ
れ
た
諸
性
質
が
、
特
定
可
能
な
時

の闘
争
に
関
連
し
、
「
空
間
が
時
問
を
し
の
ぐ
実
際
の
形
式
」
（
目
旨
o
ゴ
　
　
間
・
空
間
の
内
で
出
現
す
る
仕
方
を
記
述
す
る
手
段
と
し
て
、
『
組
織
神

ロ
O
O
O
］
℃
捉
v
°
。
ω
）
で
あ
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
批
判
す
る
目
的
が
あ
っ
た
　
　
学
』
第
三
巻
で
展
開
さ
れ
る
歴
史
論
が
用
い
ら
れ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
両
者
と
も
に
、
空
間
や
存
在
に
囚
わ
れ
る
人
間
の
　
　
よ
っ
て
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
『
組
織
神
学
』
に
お
い
て
、
存
在
論
に
お
け
る
力

傾向
性
に
対
し
、
時
間
や
歴
史
に
目
を
向
け
さ
せ
よ
う
と
す
る
テ
ィ
リ
ッ
　
　
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
の
時
間
・
空
間
だ
け
で
な
く
、
実
存
に
と
っ
て
の
、
一

ヒ
の
意
図
ゆ
え
に
、
存
在
を
打
破
す
る
時
間
の
性
質
が
よ
り
強
調
さ
れ
た
　
　
　
回
的
で
固
有
な
時
間
空
間
を
も
扱
っ
て
い
る
。
有
限
性
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と

と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
の
時
間
・
空
間
の
形
式
と
、
歴
史
的
時
間
と
歴
史
的
空
間
に
関
す
る

　さ
ら
に
前
期
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
概
念
が
、
後
期
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
で
い
か
に
変
　
　
実
存
的
関
わ
り
の
両
者
は
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
が
存
在
論
的
人
間
学
を
経
験
的

化し
維
持
さ
れ
た
か
を
考
え
る
時
、
歴
史
と
存
在
の
関
係
は
極
め
て
興
味
　
　
　
場
、
す
な
わ
ち
生
の
領
域
に
展
開
す
る
プ
ロ
セ
ス
（
『
組
織
神
学
』
第
一
巻
・

深
い
も
の
と
な
る
。
主
と
し
て
一
九
二
〇
年
代
後
半
に
展
開
さ
れ
て
い
た
　
　
第
二
巻
↓
第
三
巻
へ
の
プ
ロ
セ
ス
）
を
成
立
さ
せ
う
る
鍵
で
あ
る
。
「
存
在
」

存在
と
歴
史
の
抗
争
関
係
は
、
後
期
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
思
想
に
お
い
て
は
、
存
　
　
と
「
時
間
・
空
間
」
両
者
の
包
括
的
な
議
論
は
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
生
涯
の

在
論を
基
に
構
成
さ
れ
る
『
組
織
神
学
』
第
一
巻
・
第
二
巻
と
、
歴
史
論
・
　
　
　
課
題
で
あ
っ
た
存
在
論
と
歴
史
論
の
関
わ
り
を
、
同
一
体
系
の
中
で
論
じ

共同
体
論
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
第
三
巻
の
構
造
の
内
で
、
相
互
補
完
関
　
　
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

係
と
し
て
成
立
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
『
組
織
神
学
』
第
一
巻
・
第
二

巻
で用
い
ら
れ
る
、
存
在
に
お
け
る
本
質
－
実
存
の
構
造
に
基
づ
く
存
在
論
　
　
　
四
　
結
び
1
後
期
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
思
想
に
お
け
る
「
存
在
」
と
「
歴
史
」
1

的
記
述
に

対し
、
第
三
巻
で
は
生
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
が
展
開
さ
れ
、
生
の
　
　
　
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
思
想
に
対
す
る
全
体
的
な
評
価
と
し
て
、
「
存
在
論
的
神
学



者
」
と
い
う
位
置
づ
け
は
多
い
。
と
り
わ
け
「
存
在
論
的
」
と
の
批
判
を
　
　
れ
る
。

受け
が
ち
な
後
期
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
思
想
に
関
し
て
考
察
し
て
み
た
い
。
一
九
　
　
　
こ
こ
ま
で
本
論
文
で
は
、
前
期
・
中
期
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
思
想
の
中
心
を
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
へ

五
九年
『
文
化
の
神
学
』
の
中
で
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
特
定
の
空
間
の
占
有
　
　
成
す
る
「
存
在
論
」
な
ら
び
に
「
歴
史
論
」
の
特
徴
を
抽
出
し
、
そ
れ
が

を
強
調
す
る
集
団
を
批
判
し
、
時
間
の
普
遍
性
に
よ
っ
て
特
定
の
空
間
の
　
　
後
期
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
思
想
の
い
か
な
る
部
分
に
変
容
を
経
つ
つ
継
承
さ
れ
て

限
局性
を
打
破
す
る
可
能
性
を
見
出
す
。
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
時
間
の
強
調
は
、
　
　
い
る
か
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
前
期
・
中
期
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
思
想
の
発

キ
リ
ス
ト
教
を
「
す
ぐ
れ
て
歴
史
的
な
宗
教
」
と
み
な
す
彼
の
立
場
と
一
　
　
　
展
に
つ
れ
展
開
し
て
き
た
、
存
在
論
と
歴
史
論
の
相
互
補
完
関
係
は
、
後

致
す
る
。
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
歴
史
性
を
示
す
事
例
と
し
て
　
　
期
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
『
組
織
神
学
』
の
体
系
構
造
に
お
い
て
明
確
化
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
の
リ

ア

ブラ
ハ
ム
の
召
命
物
語
を
好
ん
だ
と
い
う
。
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
に
よ
れ
ば
、
　
　
　
と
い
う
の
が
筆
者
の
本
論
文
で
の
結
論
で
あ
る
。
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
「
存
在

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

ア

ブラ
ハ
ム
は
特
定
の
空
間
を
離
れ
、
空
間
が
喪
失
し
て
も
失
わ
れ
な
い
　
　
論
」
「
歴
史
論
」
に
つ
い
て
、
本
論
文
で
そ
の
内
容
の
一
端
を
提
示
し
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ム
リ

時間
の
支
配
と
、
空
間
の
限
局
性
を
超
え
る
普
遍
性
を
獲
得
し
た
。
そ
れ
　
　
今
後
の
課
題
と
し
て
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
思
想
の
各
発
展
期
に
関
し
、
よ
り
的

ゆ
え
に
歴
史
は
キ
リ
ス
ト
教
神
学
が
扱
う
問
題
と
な
り
う
る
。
「
な
ぜ
な
ら
　
　
　
を
絞
っ
た
詳
細
な
研
究
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

神学
の
基
盤
そ
の
も
の
が
歴
史
的
で
あ
り
、
預
言
者
精
神
が
神
学
に
、
人

間
の
実
存
に
対
す
る
歴
史
的
な
見
方
を
迫
る
か
ら
で
あ
る
」
（
目
毎
9
　
　
文
献
表
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で
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な
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事
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い
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存
在
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テ
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に
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史
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昌
山
田
ω
8
曼
（
幽
員
§
恥
ミ
蓉
ミ
ミ
　
　
　
　
ニ
ニ
五
－
二
二
六
頁
。

　
　
　
　
　

O
ミ
§
風
寡
ミ
建
゜
冥
睾
磯
o
爵
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
本
論
文
で
は
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
思
想
の
発
展
史
に
つ
い
て
、
芦
名
定

・
　
　
H
O
ω
O
“
国
幽
ω
8
蔓
器
昏
Φ
℃
門
o
げ
房
ヨ
o
h
o
霞
勺
興
δ
α
（
貯
”
毫
0
）
　
　
　
　
　
　
道
の
研
究
に
よ
る
分
類
に
依
拠
す
る
（
『
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
と
現
代
宗
教

　
　

H㊤α
H
“
留
§
§
欝
§
S
毒
ミ
霞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
論
』
北
樹
出
版
、
一
九
九
四
年
、
三
九
－
四
八
頁
、
『
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
と

　
　

H
霧
O
”
日
冨
ω
け
旨
α
q
σ
q
δ
げ
Φ
暑
Φ
Φ
ロ
目
日
①
彗
α
ω
8
8
（
団
員
↓
O
）
　
　
　
　
　
・
　
　
弁
証
神
学
の
挑
戦
』
創
文
社
、
一
九
九
五
年
、
一
六
六
ー
一
七
一
頁
）
。

　
　

H㊤①
。
。
”
留
§
§
欝
§
S
喧
竃
ζ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芦
名
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
前
期
”
第
一
次
世
界
大
戦
－
一
九
三
三
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
（
1
一
九
二
五
年
”
前
期
1
、
一
九
二
六
年
－
一
九
三
三
年
日
前
期

　　
　
※
本
論
文
中
の
傍
点
は
筆
者
に
よ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
H
）
、
中
期
二
九
三
三
年
ー
第
二
次
世
界
大
戦
、
後
期
”
一
九
四
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年－
一
九
六
〇
年
、
晩
年
期
“
一
九
六
〇
年
－
一
九
六
五
年
と
み
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
註

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
さ
れ
る
。
後
期
と
晩
年
期
に
つ
い
て
は
、
『
組
織
神
学
』
（
一
九
五
一

　
　　
（
1
）
　
国
o
げ
舘
P
臼
＄
疑
↓
ゴ
Φ
幻
o
o
け
ω
o
h
目
葭
o
げ
”
ω
国
ω
o
ゴ
鉾
〇
一
〇
α
q
団
冒
　
　
　
　
－
一
九
六
三
）
全
三
巻
に
一
貫
性
を
見
出
す
と
い
う
芦
名
な
ら
び
に

　
　
　
　
ぼ
ω
国
呂
α
q
凶
o
¢
ω
－
ω
0
9
巴
凶
ω
け
勺
ぼ
δ
ω
o
O
ξ
o
鴎
田
ω
8
受
゜
貯
”
○
Φ
答
　
　
　
　
筆
者
の
立
場
か
ら
、
思
想
的
な
連
続
性
が
あ
る
も
の
と
し
て
扱
う
。

　
　
　
　
出
口
昌
昌
9
θ
房
ゆ
q
°
）
嚇
さ
ミ
O
§
§
o
謡
ミ
肉
紺
§
ミ
〉
♂
ミ
＼
き
§
　
　
　
（
4
）
　
鬼
頭
葉
子
、
二
〇
〇
九
年
度
京
都
大
学
課
程
博
士
論
文
「
後
期
テ
ィ

　
　
　
　
勲
誉
§
薦
。
§
、
寒
蛍
瀞
ミ
翻
ミ
恥
越
§
穿
昏
ぎ
智
§
§
　
　
　
　
リ
ッ
ヒ
の
宗
教
思
想
に
お
け
る
歴
史
と
共
同
体
の
再
構
築
－
時

　
　
　
　建
ミ
§
N
ミ
討
、
恥
§
蕃
、
＼
寒
聾
尋
ミ
§
N
§
討
竃
ミ
寡
ら
討
む
蔓
窺
　
　
　
間
・
空
間
概
念
を
手
掛
か
り
に
⊥
。
本
論
は
、
課
程
博
士
論
文
の

　
　
　
　
零
曽
一
8
目
α
①
○
暑
旨
Φ
が
H
O
O
H
°
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
部
を
再
構
成
し
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　　
（
2
）
　
≧
①
げ
島
が
幻
虫
自
〇
一
身
国
σ
浮
巴
目
げ
8
讐
け
き
α
O
口
8
δ
o
Q
8
蝕
　
　
　
（
5
）
　
本
研
究
の
註
（
1
4
）
を
参
照
の
こ
と
。



（6
）
　
↓
芭
凶
9
口
O
α
昌
”
娼
P
H
㊤
ω
I
H
㊤
α
゜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
㎝
．
↓
げ
暮
9
Φ
き
〉
晋
団
凶
口
”
§
恥
O
§
討
喧
ミ
建
ミ
§
ミ
審
゜

（7
）
　
目
目
9
ロ
O
b
。
b
。
］
噛
ω
゜
①
゜
。
－
①
ρ
盛
白
昏
口
8
曾
］
℃
ω
゜
H
胡
－
嵩
9
　
　
　
　
0
×
h
o
a
d
巳
く
臼
ω
回
蔓
勺
話
ω
ρ
H
り
。
。
P
藤
倉
恒
雄
『
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の

　
　
目
霞
o
げ
ロ
リ
ω
。
。
］
”
ウ
H
b
。
距
↓
回
罠
o
げ
ロ
O
①
ω
H
や
。
。
O
O
°
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
組
織
神
学
」
研
究
』
。
芦
名
定
道
『
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
と
現
代
宗
教
論
』
。

（8
）
↓
凶
田
o
げ
ロ
㊤
＄
］
も
゜
ω
b
。
°
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芦
名
定
道
『
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
と
弁
証
神
学
の
挑
戦
』
。
芝
葺
ω
o
寓
o
」

（9
）
↓
葭
9
冨
゜
。
°
。
］
も
」
b
。
P
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω
ε
§
“
ミ
ミ
§
§
忌
゜
頴
“
ミ
ぎ
§
§
寧
§
8
譜
壁
穿

（1
0
）
　
諸
研
究
の
方
向
性
と
し
て
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
存
在
論
に
つ
い
て
歴
　
　
　
　
切
魁
露
§
§
ぎ
寒
ミ
O
o
隷
§
駄
ミ
尉
蕊
ら
鏑
臼
o
o
評
巨
α
い
二
貫

　
　
史
的
出
来
事
を
抽
象
化
す
る
も
の
と
み
な
す
批
判
的
見
解
は
従
来
多
　
　
　
　
H
零
9
を
o
自
”
O
信
ロ
穿
Φ
5
摯
§
妹
ミ
蕊
賊
忠
“
§
b
靱
穿
ミ
慧
ミ
亮

　
　
く
み
ら
れ
た
（
二
i
バ
i
、
バ
ネ
ン
ベ
ル
ク
等
）
。
近
年
で
は
、
テ
ィ
　
　
　
　
§
、
§
S
譜
暗
隷
ミ
§
、
ミ
雰
゜
O
訂
゜
国
巴
ω
o
斜
H
O
『
ρ
O
凶
涛
Φ
ざ

　
　
リ
ッ
ヒ
の
存
在
論
を
神
学
的
方
法
と
し
て
建
設
的
に
評
価
し
つ
つ
、
　
　
　
　
　
H
o
昌
o
q
α
o
ロ
”
O
“
隷
趣
§
§
ミ
q
薗
O
「
o
ω
輿
8
ρ
H
8
P
切
o
o
N
臼
℃

　
　
そ
の
一
貫
性
や
体
系
内
で
の
有
効
性
を
問
う
研
究
が
主
流
で
あ
ろ
　
　
　
　
冒
o
ぎ
ω
゜
”
］
W
①
凶
ロ
σ
q
9
。
巳
田
ω
け
o
q
ぎ
℃
拶
巳
目
葭
。
ゴ
．
ω
日
ケ
①
9
0
題
゜

　
う
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
、
藤
倉
の
見
解
で
は
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
存
在
論
は
、
　
　
　
　
団
員
O
Φ
辞
国
日
彗
匹
倉
誘
瞬
）
噂
Q
o
織
§
賊
b
d
瓢
鑓
＼
O
o
隷
§
織
の
竃
§
°

　

後
期
の

『
組
織
神学
』
第
一
巻
・
第
二
巻
の
構
造
と
第
三
巻
の
構
造
　
　
　
　
　
§
鳴
ぎ
伽
貯
§
駄
O
§
誉
毒
§
き
鳴
き
馬
登
物
愚
ミ
§
N
§
鳴
o
毒

　　
の
違
い
に
お
い
て
一
貫
し
な
い
と
さ
れ
る
。
他
方
、
ヴ
ィ
ッ
ト
シ
　
　
　
　
駄
建
ミ
竈
§
＼
b
題
ぎ
寒
ミ
§
、
O
遷
む
譜
脳
鳴
§
§
鳩

　
　
ア
ー
、
ヴ
ェ
ン
ツ
、
芦
名
は
、
後
期
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
『
組
織
神
学
』
　
　
　
　
　
博
ミ
ご
じ
。
息
討
蹄
審
§
　
§
S
鳶
暗
ぎ
ミ
　
§
N
§
°
窯
鋤
目
け
臼
塵
Φ

　　
に
お
け
る
存
在
論
に
一
貫
性
を
見
出
し
て
い
る
（
筆
者
も
こ
の
後
者
　
　
　
　
O
語
讐
Φ
斜
H
り
゜
。
O
°
ま
た
存
在
論
の
発
展
過
程
に
つ
い
て
は
、
芦
名
定

　　
の
立
場
を
取
る
）
。
ま
た
ギ
ル
キ
ー
、
ブ
ー
ザ
ー
は
、
後
期
テ
ィ
リ
ッ
　
　
　
　
道
『
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
と
現
代
宗
教
論
』
六
三
－
六
六
頁
、
芦
名
定
道
『
テ
ィ

　
　
ヒ
に
お
け
る
存
在
論
と
歴
史
論
が
密
接
な
関
係
性
を
も
つ
こ
と
を
指
　
　
　
　
リ
ッ
ヒ
と
弁
証
神
学
の
挑
戦
』
二
五
二
頁
以
下
を
参
照
の
こ
と
。

　
摘
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
　
目
博
葭
o
げ
口
㊤
b
。
ω
］
℃
ψ
H
°
。
ド

　
　
乞
団
9
巳
鐸
幻
①
圃
弓
9
身
国
三
凶
o
巴
目
げ
o
口
α
q
暮
鋤
ロ
α
O
旨
8
δ
α
q
同
o
巴
　
　
　
（
1
2
）
　
目
霞
9
口
り
N
O
ぴ
］
噂
ω
』
o
。
Q
。
隔
．

　
ω
b
8
巳
9
圃
o
口
言
日
筥
凶
o
ず
”
ω
目
げ
①
o
δ
題
゜
ぎ
”
§
鴨
§
S
喧
ミ
　
　
　
（
1
3
）
　
O
暁
゜
ぎ
ロ
巴
P
勺
p
巳
幽
”
凶
§
愚
犠
越
蕊
曼
ミ
ぎ
騨
§
鴨
蟄
ミ
q
・

　
寒
ミ
§
ミ
ミ
゜
（
巴
゜
）
O
ゴ
餌
ユ
霧
≦
°
内
Φ
o
q
置
ざ
”
昌
α
園
o
び
Φ
博
薯
゜
　
　
　
　
　
ミ
§
旦
ぎ
恥
6
0
義
亀
o
§
§
ミ
ミ
恥
§
恥
o
喧
ミ
寄
ミ

　
ゆお
冨
目
゜
℃
碧
昌
o
昌
び
臼
o
q
噂
ξ
〇
一
臣
山
昏
O
ミ
ミ
籍
醤
魯
、
Ω
壽
誌
・
　
　
　
§
N
ミ
奔
U
‘
臣
Φ
学
諺
α
q
ユ
0
9
甲
ω
o
o
固
Φ
昌
”
H
O
°
。
N
娼
゜
藤
P
今
井
尚
生

　
　
琶
蒔
壁
O
痒
臼
ω
δ
げ
霞
く
Φ
ユ
帥
σ
q
玲
窪
ρ
H
8
り
（
H
O
O
ω
）
為
匿
諺
魯
‘
ω
畳
　
　
　
　
「
P
・
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
に
お
け
る
「
カ
イ
ロ
ス
」
と
認
識
の
形
而
上
学
ー

テ
ィ
リ
ッ
ヒ
に
お
け
る
時
間
と
空
間
の
問
題
－
存
在
論
と
歴
史
の
関
係
1
（
鬼
頭
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
＝



一
一
二

　
　
歴
史
相
対
主
義
の
克
服
を
巡
っ
て
ー
⊥
『
基
督
教
学
研
究
』
第
十
五
　
　
　
　
為
の
内
容
に
つ
い
て
提
唱
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
（
「
聖
な
る
空

　
　
号
、
京
都
大
学
基
督
教
学
会
、
一
九
九
六
年
、
九
七
頁
以
下
。
　
　
　
　
　
　
　
虚
」
）
。

（1
4
）
　
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
、
『
組
織
神
学
』
で
展
開
さ
れ
る
存
在
論
に
お
い
て
、
　
　
（
1
8
）
　
目
葭
。
げ
ロ
8
0
］
も
P
ω
O
－
ω
b
。
°

　
　
存
在
論
的
諸
概
念
の
レ
ベ
ル
を
四
つ
設
定
す
る
。
す
な
わ
ち
①
自
己
－
　
　
（
1
9
）
　
『
社
会
主
義
的
決
断
』
と
同
時
期
に
あ
た
る
」
九
二
九
年
か
ら
三
〇

　
　
世
界
構
造
、
②
存
在
の
基
礎
構
造
を
構
成
す
る
両
極
的
諸
要
素
（
個
　
　
　
　
年
、
歴
史
哲
学
に
お
け
る
時
間
と
空
間
の
成
立
過
程
を
中
心
に
論
じ

　
　
別
化
－
参
与
、
動
態
－
形
式
、
自
由
－
運
命
）
、
③
本
質
－
実
存
の
二
重
性
　
　
　
　
た
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
講
義
で
は
、
時
間
と
空
間
の
構
造
分
析
が
主
眼

　　
に
基
づ
く
有
限
性
、
④
諸
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る
。
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
、
　
　
　
　
　
に
あ
り
、
時
間
と
空
間
の
抗
争
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
な
い
。
＜
o
q
ド

　
　
時
間
・
空
間
・
因
果
・
実
体
の
四
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
（
範
疇
）
に
よ
っ
　
　
　
　
目
ヨ
o
び
ロ
O
b
。
O
＼
H
㊤
゜
。
O
］
讐
o
o
°
目
高
9

　　
て
存
在
の
基
礎
構
造
を
記
述
し
、
人
間
が
実
在
を
認
識
す
る
形
式
に
　
　
　
（
2
0
）
　
℃
雲
o
ぎ
零
凶
田
Φ
巨
卿
寓
餌
二
〇
ロ
“
穿
ミ
§
N
ミ
満
曇
卜
慧
§
駄

　
　
伴
う
有
限
性
（
同
時
に
実
在
の
有
限
性
）
を
表
し
て
い
る
。
↓
凶
臣
o
げ
　
　
　
　
§
o
愚
警
H
ミ
①
（
H
㊤
。
。
り
）
”
国
四
弓
霞
律
図
o
ヨ
℃
昏
一
凶
号
臼
ρ
緊
H
。
。
。
。
°

　　
［
δ
㎝
昌
閣
O
」
①
斥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）
　
目
匿
警
口
㊤
α
㊤
］
螂
昭
゜
ω
切
1
ω
㊤
゜

（1
5
）
　
Ω
餌
旨
8
℃
冒
冨
勺
゜
”
§
恥
O
§
q
愚
鉢
駄
9
ミ
価
ミ
§
§
寄
ミ

　
　§
N
§
魯
黛
§
職
ミ
鴨
凄
馨
蝉
ミ
耐
ミ
黛
さ
§
爵
§
s
§
°

　
　
毒
巴
陛
興
α
Φ
O
匿
旨
Φ
が
H
O
◎
。
ρ
O
㌘
H
8
山
胡
゜
ぎ
巴
P
℃
〇
三
凶
”

　
　
幽
凸
P
も
や
ω
㎝
－
㎝
。
。
°
芦
名
定
道
『
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
と
弁
証
神
学
の
挑
戦
』

　　
二
五
二
ー
二
六
二
頁
。

（
1
6
）
　
↓
筥
凶
9
ロ
O
㎝
昌
も
゜
同
゜
。
P
，
H
O
b
。
h
＜
α
q
H
国
Φ
置
Φ
α
q
α
Q
o
斜
】
≦
母
鼠
員

　
　
即
§
ミ
§
織
N
竃
鄭
゜
嵩
゜
諺
5
自
゜
H
㊤
悼
刈
（
H
8
ω
）
し
≦
餌
麟
乞
団
⑦
ヨ
2
興

　
　
く
o
ユ
餌
σ
q
嚇
目
口
げ
ぎ
α
q
Φ
P
ω
」
？
H
㊤
．

（1
7
）
　
中
期
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
思
想
に
お
け
る
歴
史
論
で
は
、
カ
イ
ロ
ス
論
と

　　
キ
リ
ス
ト
論
の
結
び
つ
き
が
極
め
て
明
確
に
な
っ
た
点
は
付
加
さ
れ

　　
た
相
違
点
で
あ
る
。
日
自
o
げ
口
O
ω
゜
。
］
も
ロ
゜
H
旨
－
H
b
。
ρ
ま
た
第
二
次

　
　
世
界
大
戦後
の
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
、
カ
イ
ロ
ス
に
お
け
る
具
体
的
な
行


